
第３号様式

D:事業目的、協働の必要性、相互理解、情報共有・課題の共有ができておらず、協働事業としては不
十分であるため、協働事業として取り組む必要性があるかなど、再度検討する必要がある。

S:協働の原則に基づき適切に取り組んでおり、様々な主体間との連携や今後の展望に向けて積極
的に取り組む意欲があるなど、協働事業として優れており、更なる発展が期待できる。

A:協働の原則に基づき適切に取り組んでおり、様々な主体間との連携や今後の展望に向けて積極
的に取り組む意欲があるが、課題への対応など一部改善することで、更なる発展が期待できる。

B:協働の原則に基づき取り組んでいるが、一部又は一方に理解のずれがあるため、より一層意識し
て協働事業に取り組むなど、一部改善の必要がある。

C:協働事業としての認識が、一部又は一方に不足しているため、協働事業として取り組むにはかなり
の改善が必要である。

事業内容

３　協働の視点に
　　ついて
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事業実施者

１　評価結論

２　事業について

４　今後の展望や
　　様々な主体間
　　との連携
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